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　若年層を取り巻く社会環境および食環境には多くの問題が提起されている。そうした中で，

食生活の適正化を図り，生活習慣病を予防する目的で，鹿児島市内にある進学校２校および進

学率２５％の混合校３校の男女高校２年生を対象に「現在の目標」が食・生活・疲労状況に及ぼ

す影響を検討した。人間形成・人に迷惑をかけないこと・平和で楽しく生きることなどを「現

在の目標」にしている者は，人間的価値観・食意識食品摂取状況・食の簡便化意識・食行動・

生活行動に影響を及ぼし，若干望ましい意識・行動を構築している様子が伺えた。しかし，ダ

イエット状況への関与は全くみられなかった。また，こうした関与は性別では男子高校生に，

学校別では混合校に高い傾向がみられたが，自覚疲労には繋がっていない様子が伺えた。
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蠢．はじめに
　

　全国で「１７歳による凶悪犯罪」が増加したことを反映し，本県においては「親と子の教育相

談室県センター」に寄せられる高校生に関する相談件数は増加傾向にある１）という報告がある。

さらに，学校現場や家庭内においても，いじめや自殺，不登校，ひきこもり２，３），人間関係の希

薄さ，コミュニケーションの欠落など様々な問題が表面化している。これらの現象に対し，学

校現場においてはスクールカウンセラーの配置，学力低下を懸念する中で走り出した「ゆとり

教育」の試み，独自のカリキュラムを導入した新設学校の開校など解決措置が講じられてきた。

しかし，顕著な改善の兆しはみられず，「１７歳」の理解し難い犯罪は後を絶たない状況にある。
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そしてさらに，（財）日本青少年研究所は日本，米国，中国の中学・高校生を対象に「２１世紀

の夢に関する調査」を行った結果，本国の高校生は自己否定的で，将来に明るい夢を描いてい

ない傾向にあり，現在の大切な夢（希望）には「自分の趣味や特徴を生かすこと」「思い切り

遊んだり，好きなことをしたりすること」を最も多く挙げていると報告４）しており，やや享楽

的な人生観が伺える。そうした中で，食環境においても，健康づくりのために栄養や食事につ

いて考えない者は男女とも若年層において最も高率であり，欠食率が高く，摂取食品にも偏り

がみられる５）など多くの問題が提起されている。近年，明らかになってきた「ストレスと疾病」

の関連６－７）および「疾病と食事の関連」から推測すると，「将来に対する夢や目標」の心理的

側面が食領域の問題行動にいくらかの影響を及ぼす可能性は否定できないと思われる。

　そこで今回，食の問題点および共同体的存在の人間が本来持つべき「食」の意味を明確にし

て，「知識の教育」だけでなく，「心の教育」を通して食状況改善の糸口をみつけることを目的

に，「現在の目標」内容が食意識や食行動，生活行動，疲労に及ぼす影響を検討したので報告

する。

蠡．対象および方法

　対象および方法は第１報に同じであるが，基準変数には，表１－１に示す「現在の目標（希

望）」の１９カテゴリを精神的目標群と社会的目標群に２分類し，男子・女子の性別および進学

校・混合校の学校別にアンケート質問項目との関連をみた。なお，男子・女子の精神的目標群

は２割弱で，社会的目標群は８割強と，社会的目標群が多かった。また，表１－２に示す学校

別の男子・女子の構成人数表をみると，進学校においては精神的目標群が２割強，社会的目標

群が８割弱で，混合校では男子・女子と同様な傾向がみられた。
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（％）表１－１　高校生の「現在の目標」分類表　　

社会的目標　ｎ＝１，００６精神的目標　ｎ＝２２７
女子男子総計カテゴリ女子男子総計カテゴリ女子男子総計カテゴリ n=４１３n=３８４n=７９７n=４１３n=３８４n=７９７n=２６０n=１９６n=４５６
２．０３．７２．８７．有名になる４４．６４２．１４３．４１．進学・就職１１．５１０．６１１．１１．人間形成
０．３１．１０．７８．長寿０．６２．１１．３２．名誉３．９３．８３．９２．人に迷惑をかけない
３．９７．０５．４９．健康７．９１．０４．６３．美しくなる０．３１．６０．９３．夢
０．７０．６０．７１０．趣味４．０８．８６．３４．お金１．４１．１１．３４．平和・楽しく生きる
０．１０．２０．２１１．将来性１３．１７．４１０．４５．恋愛・結婚０．００．００．０５．人との出会い
０．００．００．０１２．資格０．３０．８０．５６．地位の確立０．１０．００．１６．精神的自立
０．００．００．０１３．子供・孫の成長注：目標はない（６．６％・８．２％・５．２％）は割愛

表１－２　学校別の男子・女子の構成表

混　　合　　校　ｎ＝６６０進　　学　　校　ｎ＝５７３
社会的目標群 ｎ＝５６５精神的目標群 ｎ＝９５社会的目標群 ｎ＝４４１精神的目標群 ｎ＝１３２

女子
ｎ＝３１５

男子
ｎ＝２５０

女子
ｎ＝５５

男子
ｎ＝４０

女子
ｎ＝２２４

男子
ｎ＝２１７

女子
ｎ＝６５

男子
ｎ＝６７



蠱．結　　　果

１． 対象者の属性および体格状況

　対象の住環境および兄弟（姉妹）数と誕生順位を表２に示す。住環境は男子・女子のいずれ

においても精神的目標群・社会的目標群ともに「親・兄弟・自分」の核家族が最も多く８割前

後を占め，男子の両群に「寮・下宿」生活者が１５．０％前後みられた。兄弟（姉妹）数はいずれ

も，両群ともに２人と３人が各４割前後，誕生順位は第１子と第２子が各４割前後であった。

一方，進学校・混合校では，進学校の両群ともに核家族が９割以上と高いのに比べ，混合校の

精神的目標群は６９．５％と若干低く，「寮・下宿」生活者が２１．１％と高かった。さらに，兄弟（姉

妹）数および誕生順位は男子・女子の層別と同様な傾向がみられたが，混合校の精神的目標群

には兄弟（姉妹）数「４人以上」が１７．９％と高かった。

　表３に示す体格状況をみると，男子の精神的因子群・社会的因子群は，平均身長が１７０．５ cm

～１７１．１cm，平均体重が６１．０kg前後，BMIがいずれも２１．１，希望体重は現体重の平均値とほぼ

同値を示している。女子の精神的因子群・社会的因子群は，いずれも平均身長が１５７．９ cm～

１５８．３ cm，平均体重が５０．４ kg～５１．７kgで，BMIは２０の普通域にあるが，なりたい体重として

４～５ kgの減少を希望しており，体格は男子・女子ともに精神的目標群が若干上回っていた。

一方，進学校においては，身長，体重ともに精神的目標群が社会的目標群より若干大きく，混

合校では平均身長は社会的目標群が０．２cm高く，平均体重は精神的目標群が１．３kg上回ってい

た。希望体重をみると，混合校が進学校に比較し，両群ともに痩せ願望は強い傾向にあった。
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（％）表２　対象の属性および住環境　　

混合校進学校女子男子総計

カテゴリ項目 社会的
目標群
n＝５６５

精神的
目標群
n＝９５

社会的
目標群
n＝４４１

精神的
目標群
n＝１３２

社会的
目標群
n＝５３９

精神的
目標群
n＝１２０

社会的
目標群
n＝４６７

精神的
目標群
n＝１０７

社会的
目標群
n＝１００６

精神的
目標群
n＝２２７

７４．７６９．５９１．６９１．７８６．５８４．２７７．１８０．４８２．１８２．４親・兄弟・自分

住
環
境

０．５０．００．１０．００．２０．００．４０．００．３０．０友人・知人
０．５０．００．２０．００．２０．００．６０．００．４０．０兄弟・姉妹・自分
８．３７．４６．１４．５８．０７．５６．６３．７７．４５．７三～四世代
０．２０．００．２０．８０．２０．００．２０．９０．２０．４単身
１５．２２１．１１．６２．３４．５５．８１４．８１５．０９．２１０．１寮・下宿
０．５２．１０．２０．８０．６２．５０．２０．００．４１．３親戚
５．３８．４７．３３．８５．６６．７６．９４．７６．２５．７一人ッ子

姉
妹
数

兄
弟

３９．８３８．９４４．７４９．２４２．７４６．７４１．１４３．０４１．９４４．９２人
４２．３３４．７４２．２４４．７４２．１３８．３４２．４４３．０４２．２４０．５３人
１２．６１７．９５．９２．３９．６８．３９．６９．３９．６８．８４人以上
３５．０３６．８４６．３４７．７３９．７４０．８４０．３４５．８４０．０４３．２第１子

順
位

誕
生　

３９．５３６．８３５．６３７．９３７．８３９．２３７．７３５．５３７．８３７．４第２子
２１．２１８．９１６．８１２．９２０．０１５．８１８．４１５．０１９．３１５．４第３子
４．２７．４１．４１．５２．４４．２３．６３．７３．０４．０第４子以上



２．「現在の目標」に及ぼす影響要因の検討

　１．人間的価値観との関連性

　 「人間的価値観」領域の設問６項目のうち，「現在の目標」と有意な関連がみられた項目を

表４に挙げる。『学校における人間教育の受容認識』には，総計と進学校に有意な関連性を

認め，いずれも精神的目標群・社会的目標群ともに「どちらともいえない」が最も多く，３９．４％

～５３．３％を示し，社会的目標群が総計で１．０％，進学校で１２．１％高い。一方，「学んでいる」

と「学んでいない」は，総計と進学校ともに精神的目標群がそれぞれ約５．０％高かった。『人

間の生き方を学ぶ場所』と『現在の不満・悩み』には総計のみに関連性が認められた。精神

的目標群・社会的目標群ともに『人間の生き方を学ぶ場所』には「家庭と学校の両方」を各

６５．２％・５９．２％挙げ，精神的目標群が社会的目標群より６．０％高い。また，「必要ない」とし

た者も社会的目標群に６．３％みられ，精神的因子群に比較し若干高かった。（ｐ値は表４を参

照） 
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表４　層別の人間的価値観との関連　　（％）

χ2

混合校　n＝６６０
χ2

進学校　n＝５７３
χ2

女子　n＝６５９
χ2

男子　n＝５７４
χ2

総計　n＝１,２３３
項目・カテゴリ 社会的

目標群
n＝５６５

精神的
目標群
n＝９５

社会的
目標群
n＝４４１

精神的
目標群
n＝１３２

社会的
目標群
n＝５３９

精神的
目標群
n＝１２０

社会的
目標群
n＝４６７

精神的
目標群
n＝１０７

社会的
目標群
n＝１００６

精神的
目標群
n＝２２７ 　　

学校における人間教育受容認識

　

１９．８２６．３
★

１７．９２３．５
　

１９．９２４．２
　

１８．０２５．２
★

１９．０２４．７学んでいる
５４．７４６．３５１．５３９．４５３．８４４．２５２．７４０．２５３．３４２．３どちらとも
２５．５２７．４３０．６３７．１２６．３３１．７２９．３３４．６２７．７３３．０学んでいない 　　

「人間の生き方」を学ぶ場所

　

１６．８１５．８

　

１１．８１０．６

　

１３．９１１．７

　

１５．４１４．０

★

１４．６１２．８家庭
１０．３２．１７．０６．１８．７４．２９．０４．７８．８４．４学校
５６．８６２．１６２．４６７．４６５．５６８．３５２．０６１．７５９．２６５．２両方
６．５５．３５．９２．３３．３３．３９．６３．７６．３３．５必要ない
１．６５．３２．５３．００．９５．０３．２２．８２．０４．０自分・他人
８．０９．５１０．４１０．６７．６７．５１０．７１３．１９．０１０．１社会環境 　　

現在の不満・悩み

　

３６．６４６．３
　

２７．０３８．６
　

３５．３４５．０
　

２９．１３８．３
★

３２．４４１．９精神的因子
５７．９４６．３７０．１５８．３６１．８５０．８６４．９５６．１６３．２５３．３社会的因子
５．５７．４２．９３．０３．０４．２６．０５．６４．４４．８何もない

★ｐ＜０．０５

表３　対象の体格状況

BMI±SD
希望体重±SD
（kg）

平均体重±SD
（kg）

平均身長±SD
（cm）

群カテゴリ区
分

２１．１±２．７６１．９±７．１６１．６±８．６１７１．１±５．６精神的目標群　ｎ＝１０７
男子

性
別

２１．１±３．１６１．０±８．２６１．２±９．７１７０．５±５．９社会的目標群　ｎ＝４６７
２０．６±２．５４６．６±５．１５１．７±７．３１５８．３±５．２精神的目標群　ｎ＝１２０

女子
２０．２±２．３４５．７±４．６５０．４±６．７１５７．９±５．２社会的目標群　ｎ＝５３９
２０．３±２．４５４．３±９．５５５．８±９．０１６５．３±８．２精神的目標群　ｎ＝１３２

進学校学
校
別

２０．２±２．１５３．２±９．３５４．８±８．２１６４．６±７．９社会的目標群　ｎ＝４４１
２１．５±２．８５３．０±１０．２５７．２±９．８１６２．９±８．４精神的目標群　ｎ＝９５

混合校
２０．９±３．１５２．５±１０．５５５．９±１０．９１６３．１±８．６社会的目標群　ｎ＝５６５
２０．８±２．６５３．８±９．８５６．４±９．４１６４．３±８．４精神的目標群　ｎ＝２２７

総 計
２０．６±２．７５２．８±１０．０５５．４±９．８１６３．７±８．４社会的目標群　ｎ＝１.００６



　２．食意識との関連性

　 「食意識」領域の設問１８項目のうち，「現在の目標」と有意な関連の認められた項目を表５

に示す。『現在の食状況に対する自己評価』には総計と進学校に有意な関連性を認め，総計

では精神的目標群・社会的目標群ともに「少し問題がある」が各５１．１％・４１．０％を示し，精

神的目標群が１割高く，「大変良い」と「良い」は社会的目標群が若干高い。一方，進学校

においては精神的目標群は「少し問題がある」が５３．０％で最も高く，社会的目標群は「良い」

が４５．４％で最も高かった。

　　『現在の食状況の改善意識』には総計と男子・女子および進学校に有意な関連性が認めら

れる。いずれにおいても両群ともに，「今より良くしたい」が５０．５％～５７．５％を占め，女子

は両群とも同率だが，総計と男子および進学校は精神的目標群が社会的目標群より若干高い

傾向にあった。また，「今のままで良い」はいずれも社会的目標群が１割前後高く，「特に考

えていない」は精神的目標群が１割弱高い。

　　『手作り料理と愛情の関連意識』は混合校のみに関連性を認め，両群ともに「関係ある」

が最も多く各５６．８％・７０．３％で，社会的目標群が１３．５％高く，「どちらともいえない」は精

神的目標群が１割弱高かった。

　　『食の目的』には総計と男子・女子および混合校に有意な関連性が認められる。いずれも

両群ともに，空腹を満たすためや生きていくための「生理的条件」が最も多く６５．０％～８２．３％

を占め、社会的目標群が精神的目標群よりそれぞれ１１．０％前後高く，生活の潤いや楽しみな

どの「精神的条件」は，いずれも精神的目標群がそれぞれ９．４％，１２．３％，６．９％，１１．１％高かっ

た。

　　『将来の食糧不足に対する危機意識』には男子のみに有意な関連性を認め，両群ともに「く

る可能性は高い」が４３．９％・３０．４％で最も高く，精神的目標群が社会的目標群より１３．５％高

く，次いで精神的目標群は「くる可能性は低い」が２２．４％，社会的目標群は「わからない」

が２１．６％で，「こない」は社会的目標群が精神的目標群より１０．５％高かった。

　　『遺伝子組み換え食品・簡便化食品の増加に対する意識』には男子のみに有意な関連性を

認め，精神的目標群は「容認する」が３９．３％で若干高く，次いで「危惧する」が３２．７％で，

社会的目標群は「わからない」が最も高く４０．５％であった。

　　『歩きながらの飲食に対する抵抗意識』には総計と女子および混合校に有意な関連性が認め

られる。総計と女子では両群ともに「少しある」が若干高く，３７．４％～４１．９％を示し，「非常

にある」は精神的目標群がそれぞれ６．８％，７．６％高かった。一方，混合校では両群ともに「少

しある」が各３５．０％前後で，「殆どない」も同様に各３５．０％前後であった。また，「非常にあ

る」は精神的目標群が若干高く，「全くない」は社会的目標群が高かった。

　　次いで，『郷土料理の伝承意識』には総計と男子に有意な関連性を認め，いずれも精神的

目標群は「非常にある」がそれぞれ４９．８％，５７．０％で最も高く，社会的目標群は「少しある」

がそれぞれ４９．７％，４４．５％で最も高かった。

　　『日本古来の食事作法知識の有無』には混合校のみに有意な関連性を認め，両群ともに「知

らない」が半数前後を占めて最も多く，社会的目標群が「知らない」傾向は高く，「知って

いる」傾向は精神的目標群が１割高い。
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　　『日本古来の食事作法の伝承意識』には総計と混合校に有意な関連性が認められる。いず

れも「少しある」が４１．９％～５３．７％の範囲を占めて最も多く，精神的目標群が社会的目標群
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（%）表５  層別の食意識との関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

χ2

混合校　n＝６６０
χ2

進学校　n＝５７３
χ2

女子　n＝６５９
χ2

男子　n＝５７４
χ2

総計　n＝１,２３３
項目・カテゴリ 社会的

目標群
n＝５６５

精神的
目標群
n＝９５

社会的
目標群
n＝４４１

精神的
目標群
n＝１３２

社会的
目標群
n＝５３９

精神的
目標群
n＝１２０

社会的
目標群
n＝４６７

精神的
目標群
n＝１０７

社会的
目標群
n＝１００６

精神的
目標群
n＝２２７ 　　

現在の食状況に対する自己評価

　

８．７６．３

★★

１２．２６．８

　

９．１５．８

　

１１．６７．５

★

１０．２６．６大変良い
３５．２３４．７４５．４３４．１３８．０２８．３４１．５４１．１３９．７３４．４良い
４６．０４８．４３４．５５３．０４５．１５６．７３６．２４４．９４１．０５１．１少し問題がある
１０．１１０．５７．９６．１７．８９．２１０．７６．５９．１７．９問題が多い 　　

現在の食状況の改善意識

　

５６．１５３．７
★★★

５１．９５６．１
★

５７．５５７．５
★

５０．５５２．３
★★

５４．３５５．１今より良くしたい
２６．２１８．９３７．９２４．２２７．１１８．３３６．２２６．２３１．３２２．０今のままでよい
１７．７２７．４１０．２１９．７１５．４２４．２１３．３２１．５１４．４２２．９特に考えてない 　　

手作り料理と愛情の関連意識

★

７０．３５６．８
　

６２．４６３．６
　

７２．４６８．３
　

６０．４５２．３
　

６６．８６０．８関係ある
２６．０３４．７２９．０２６．５２３．４２２．５３１．９３８．３２７．３３０．０どちらともいえない
３．７８．４８．６９．８４．３９．２７．７９．３５．９９．３関係ない 　　

食の目的

★★

８２．３７０．５
　

７１．９６２．９
★

７６．１６５．０
★★

７９．７６７．３
★★★

７７．７６６．１生理的条件
１１．０２２．１２１．８２７．３１７．３２４．２１３．９２６．２１５．７２５．１精神的条件
６．７７．４６．３９．８６．７１０．８６．４６．５６．６８．８生理・精神的条件以外 　　

将来の食糧不足に対する危機意識

　

７．６７．４

　

１４．５８．３

　

８．９７．５

★★

１２．６８．４

　

１０．６７．９必ずくる
２７．４３４．７３７．６４２．４３３．２３５．０３０．４４３．９３１．９３９．２くる可能性は高い
１９．５２２．１１８．６２２．７１８．９２２．５１９．３２２．４１９．１２２．５くる可能性は低い
１２．７１０．５１２．５９．１９．６１３．３１６．１５．６１２．６９．７こない
３２．７２５．３１６．８１７．４２９．３２１．７２１．６１９．６２５．７２０．７わからない 　

遺伝子組み換え食品・簡便化食品の増加に対する意識

　

３２．２３８．９
　

３４．０３７．９
　

４０．６４３．３
★

２４．２３２．７
　

３３．０３８．３危惧する
４０．０２９．５３２．４３２．６３３．４３４．２４０．５２８．０３６．７３１．３わからない
２７．８３１．６３３．６２９．５２６．０２２．５３５．３３９．３３０．３３０．４容認する 　　

歩きながらの飲食に対する抵抗意識

★★

５．７１５．８

　

９．３１２．９

★

７．４１５．０

　

７．１１３．１

★★

７．３１４．１非常にある
３７．０３３．７３９．２４０．２４１．９４０．０３３．４３４．６３８．０３７．４少しある
３５．４３４．７３３．３２８．８３７．８３０．０３０．６３２．７３４．５３１．３ほとんどない
２１．９１５．８１８．１１８．２１２．８１５．０２８．９１９．６２０．３１７．２全くない 　　

郷土料理の伝承意識

　

２７．３４８．４

　

３９．７５０．８

　

３２．３４３．３

★★★

３３．２５７．０

★★★

３２．７４９．８非常にある
５２．９３６．８４５．６３９．４５４．２４６．７４４．５２９．０４９．７３８．３少しある
１５．４１１．６９．８６．１１０．８７．５１５．４９．３１２．９８．４ほとんどない
４．４３．２５．０３．８２．８２．５６．９４．７４．７３．５全くない 　　

日本古来の食事作法知識の有無

★

１０．１２０．０
　

１０．９１０．６
　

１０．６１４．２
　

１０．３１５．０
　

１０．４１４．５知っている
３２．９３２．６４２．０４０．２４０．３４１．７３３．０３１．８３６．９３７．０どちらともいえない
５７．０４７．４４７．２４９．２４９．２４４．２５６．７５３．３５２．７４８．５知らない

日本古来の食事作法 の伝承意識

★

１７．２２１．１２７．４３１．８２３．６２８．３１９．５２６．２

★

２１．７２７．３非常にある
４１．９５３．７４８．８４５．５４９．４５４．２３９．８４３．０４４．９４８．９少しある
２８．１１８．９１６．３１７．４２０．６１４．２２５．７２２．４２３．０１８．１ほとんどない
１２．７６．３７．５５．３６．５３．３１５．０８．４１０．４５．７全くない

食べ方・食べる姿に対する美意識

★

１４．７２０．０２４．０３１．８２０．４３０．０

★

１６．９２３．４

★★★

１８．８２６．９非常にある
４８．１５５．８５２．２５３．０５５．７５６．７４３．３５１．４４９．９５４．２少しある
２７．８１４．７１８．４１０．６２０．４１０．０２７．４１５．０２３．７１２．３ほとんどない
９．４９．５５．４４．５３．５３．３１２．４１０．３７．７６．６全くない

★p＜０.０５　★★p＜０.０１　★★★p＜０.００１



よりそれぞれ４．０％，１１．８％高く，「非常にある」も精神的目標群が若干高かった。また，「殆

どない」「全くない」はいずれも社会的目標群が高い。

　　『食べ方・食べる姿に対する美意識』には総計と男子および混合校に有意な関連性が認め

られる。いずれも「非常にある」と「少しある」は精神的目標群が高く，「殆どない」と「全

くない」は社会的目標群が高い傾向にある。（ｐ値は表５を参照）

　３．食品摂取状況

　　摂取食品１６項目のうち，「現在の目標」と有意な関連性のみられた食品項目を図１に示す。

　　『卵』には総計と男子に有意な関連性を認め，いずれにおいても精神的目標群は「週４～

５回」がそれぞれ３４．８％，３２．７％で最も多く，「毎日」の摂取も社会的目標群より，総計で６．２％，

男子で１１．５％高い。また，社会的目標群は「週２～３回」が最も多く３５．５％，４１．１％を示し

た。

　　『大豆・大豆製品』には総計と男子に有意な関連性がみられた。いずれも両群ともに「週

２～３回」が３７．４％～４３．５％で最も多く，次いで，総計の精神的目標群は「週４～５回」が

２３．３％，男子は２６．２％で，総計の社会的目標群は「殆ど食べない」が２５．９％，男子は２５．５％

であった。

　　『牛乳・乳製品』には総計と女子に有意な関連性を認め，総計では両群ともに「毎日」が

４６．３％・３４．８％で最も多く，精神的目標群が社会的目標群より１１．５％高い。女子の精神的目

標群は「毎日」が４３．３％で最も高く，社会的目標群は「毎日」と「週２～３回」がほぼ同率

の３０．４％，３０．６％を示した。

　　『その他の野菜』には総計および混合校に有意な関連性がみられ，総計では両群ともに「毎

日」が最も多く，各４９．３％・３５．５％で精神的目標群が１３．８％高い。一方，混合校においても

同様な傾向がみられ，精神的目標群は「毎日」が４５．３％で最も高く，社会的目標群は「週４

～５回」の３６．１％であった。

　　さらに，『果物』にも総計と男子および混合校に有意な関連性を認め，いずれにおいても
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０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

統計 
n=１,２３３ 

男子 
n=５７４ 

女子 
n=６５９ 

進学校 
n=５７３ 

混合校 
n=６６０ 

卵 

精神群n=２２７ 

p値 

★ 

★ 

社会群n=１,００６ 

精神群n=１０７ 
社会群n=４６７ 

精神群n=１２０ 
社会群n=５３９ 

精神群n=１３２ 
社会群n=４４１ 

精神群n=９５ 
社会群n=５６５ 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

大豆製品 p値 

★★ 

★★★ 

 

 

図１　層別の食品摂取状況との関連



両群ともに「週２～３回」が最も多く３４．４％～４２．４％

を占め，次いで，精神的目標群は「毎日」と「週２～

３回」が多く，社会的目標群は「殆ど食べない」が多

かった。（ｐ値は図１を参照）

　４．食の簡便化意識との関連性

　 「食の簡便化意識」領域４項目のうち，ｐ<０．０５で「現

在の目標」と有意な関連のみられた項目は，表６に示

す混合校の『簡便化食品喫食抵抗意識』のみであった。

両群ともに「抵抗は無い」が最も多く，各５３．７％・６０．７％

で，社会的目標群が７．０％高く，「抵抗が有る」は精神

的目標群が若干高かった。

　５．食行動との関連性

　 「食行動」領域１０項目のうち「現在の目標」と有意な関連性がみられた項目は，表７に示す

混合校の『食事時間の規則性』と『夜食摂取頻度』で，それぞれｐ<０．０５で有意な関連性が

認められる。『食事時間の規則性』をみると，精神的目標群では「規則的」と回答した者が４６．３％

で最も多く，社会的目標群より１２．３％高い。社会的目標群では「どちらともいえない」が３７．９％
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０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

統計 
n=１,２３３ 

男子 
n=５７４ 

女子 
n=６５９ 

進学校 
n=５７３ 

混合校 
n=６６０ 

牛乳・乳製品 

精神群n=２２７ 

p値 

★★ 

★ 

社会群n=１,００６ 

精神群n=１０７ 
社会群n=４６７ 

精神群n=１２０ 
社会群n=５３９ 

精神群n=１３２ 
社会群n=４４１ 

精神群n=９５ 
社会群n=５６５ 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

その他の野菜 p値 

★★★ 

★★★ 

 

 

０％ 

毎日 

５０％ １００％ 

果　物 p値 

★ 

★★ 

★ 

 

 

週４ 週２～３回 殆ど食べない 

（％）表６　層別の「食の簡便化」との関連　　

χ2

混合校　n＝６６０
χ2

進学校　n＝５７３
χ2

女子　n＝６５９
χ2

男子　n＝５７４
χ2

総計　n＝１,２３３
項目・カテゴリ 社会的

目標群
n＝５６５

精神的
目標群
n＝９５

社会的
目標群
n＝４４１

精神的
目標群
n＝１３２

社会的
目標群
n＝５３９

精神的
目標群
n＝１２０

社会的
目標群
n＝４６７

精神的
目標群
n＝１０７

社会的
目標群
n＝１００６

精神的
目標群
n＝２２７ 　　

簡便化食品喫食抵抗意識

★

７．８１５．８
　

１１．３９．１
　

１０．６１０．８
　

７．９１３．１
　

９．３１１．９抵抗が有る
３１．５３０．５２８．１２８．０３３．２３４．２２６．３２３．４３０．０２９．１どちらとも
６０．７５３．７６０．５６２．９５６．２５５．０６５．７６３．６６０．６５９．０抵抗は無い

★p＜０.０５

★Ｐ＜０.０５　★★Ｐ＜０.０１　★★★Ｐ＜０.００１



で最も多かった。次いで「夜食摂取頻度」をみると，両群ともに「しない」とした者が半数

以上で最も多く，「毎日」および「週４～５回」とした者は精神的目標群に若干高かった。

　６．ダイエット状況との関連性

　　「ダイエット状況」領域７項目のうち，「現在の目標」と有意な関連性を示した項目は全く

認められなかった。

　７．生活行動との関連性

　　「生活行動」領域７項目のうち，「現在の目標」と有意な関連のみられた項目は，表８に示

す『地べたに座り込む行動』１項目のみで，総計にｐ<０．０１，男子学生にｐ<０．００１で有意な

関連性が認められた。総計では両群ともに「時々」が最も多く３７．９％・４２．５％で，社会的目

標群が４．６％高く，「ある」も同様に社会的目標群が高かった。また，「ない」は精神的目標

群が１割弱高かった。一方，男子の精神的目標群は「ない」が３７．４％で最も多く，社会的目

標群では「ある」の４１．５％であった。

　８．疲労状況との関連性

　　次いで，性別および学校別の精神的目標群・社会的目標群の「肉体」，「精神」，「肉体＋精

神」の疲労平均点数表を表９に示す。なお，点数化にあたっては改定産業疲労，労働科学叢

書３３に従い，肉体疲労１０項目と精神疲労２０項目に区分し，選択肢４カテゴリの「全くない」

を０点，「少しある」を０．５点，「ある」を１．０点，「非常にある」を１．９点と配点し，肉体疲労
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（％）表７　層別の食行動との関連　　

χ2

混合校　n＝６６０
χ2

進学校　n＝５７３
χ2

女子　n＝６５９
χ2

男子　n＝５７４
χ2

総計　n＝１,２３３
項目・カテゴリ 社会的

目標群
n＝５６５

精神的
目標群
n＝９５

社会的
目標群
n＝４４１

精神的
目標群
n＝１３２

社会的
目標群
n＝５３９

精神的
目標群
n＝１２０

社会的
目標群
n＝４６７

精神的
目標群
n＝１０７

社会的
目標群
n＝１００６

精神的
目標群
n＝２２７ 　　

食事時間の規則性

★

３４．０４６．３
　

６２．６５３．８
　

４６．０４３．３
　

４７．１５８．９
　

４６．５５０．７規則的
３７．９２７．４２９．０３３．３３５．４３５．８３２．３２５．２３４．０３０．８どちらとも
２８．１２６．３８．４１２．９１８．６２０．８２０．６１５．９１９．５１８．５不規則 　　

夜食摂取頻度

★

９．９１１．６

　

６．１２．３

　

３．９５．０

　

１３．３７．５

　

８．３６．２毎日
２．５７．４５．０６．１２．４３．３４．９１０．３３．６６．６週４～５回
１４．７５．３１３．８１２．１９．６５．０１９．７１４．０１４．３９．３週２～３回
１５．４１７．９１１．１１２．１１１．１１３．３１６．３１５．９１３．５１４．５週１回
５７．５５７．９６３．９６７．４７２．９７３．３４５．８５２．３６０．３６３．４しない

★p＜０.０５

（％）表８　層別の生活行動との関連　　

χ2

混合校　n＝６６０
χ2

進学校　n＝５７３
χ2

女子　n＝６５９
χ2

男子　n＝５７４
χ2

総計　n＝１,２３３
項目・カテゴリ 社会的

目標群
n＝５６５

精神的
目標群
n＝９５

社会的
目標群
n＝４４１

精神的
目標群
n＝１３２

社会的
目標群
n＝５３９

精神的
目標群
n＝１２０

社会的
目標群
n＝４６７

精神的
目標群
n＝１０７

社会的
目標群
n＝１００６

精神的
目標群
n＝２２７ 　　

地べたに座り込む行動

　

３７．２３１．６
　

３０．２２５．８
　

２７．６２８．３
★★★

４１．５２８．０
★★

３４．１２８．２ある
４６．４４２．１３７．６３４．８４４．２４０．８４０．７３４．６４２．５３７．９時々
１６．５２６．３３２．２３９．４２８．２３０．８１７．８３７．４２３．４３３．９ない

★★p＜０.０１　★★★p＜０.００１



の最高得点を１９点，精神疲労の最高得点を３８点とした。総計では両群ともに肉体疲労および

精神疲労は，ほぼ同値を示している。男子では社会的目標群が肉体疲労で０．３点，精神疲労

で１．５点高く，女子では精神的目標群がそれぞれ０．７点，０．９点高かった。性別に比較すると，

「肉体」，「精神」，「肉体＋精神」ともに疲労傾向が最も高かったのは女子の精神的目標群で，

それぞれ７．７点±４．１，１１．３点±６．２，１９．０点±９．９である。一方，「肉体＋精神」で最も疲労度

が低かったのは男子の精神的目標群で１５．６点±８．８であった。進学校においては両群ともにい

ずれの疲労もほぼ同値で差異は認められない。混合校では精神的目標群が肉体疲労０．３点，

精神疲労０．７点と若干高い傾向がみられ，学校別に比較すると，「肉体＋精神」の疲労が最も

高かったのは混合校の精神的目標群で１８．０点±９．５であった。

蠶．考　　察

１．対象者の属性および体格状況

　本対象の住環境をみると，いずれも核家族が最も多く，男子・女子では７～８割前後，進学

校では９割以上，混合校は７割前後と，世帯に占める核家族の割合の６割８）に比較して多い傾

向にあった。兄弟（姉妹）数は，１８歳未満の子供がいる世帯の全国平均子供数１．７８人９）に比較

すると，２人と３人で８割前後を占めており，これも多い傾向にある。

　次いで，身長体重を同年齢の全国平均値４）と比較すると，男子においては精神的目標群・社

会的目標群ともに，身長はほぼ同値で，体重は若干大きい。一方，女子の身長をみると両群と

もに若干高く，体重は精神的目標群が１kg大きく，社会的目標群はほぼ同値であった。

２．「現在の不満・悩み」に及ぼす影響要因の検討

　１．人間的価値観との関連性

　　現在の高校生は「計画はめったに実現しないから立てないほうがよい」とする者が４割で，

２０年前の２割に比較すると増加傾向にあり，「自分の将来にはっきりとした目標をもってい

る」とする者は２４．７％であるという報告１０）がある。
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（点）表９　層別の疲労平均点数　　

肉体＋精神％（９５％CL）精神疲労％（９５％CL）肉体疲労％（９５％CL）人数群
　　

１５．６（１３．９，１７．２）９．２（ ８．１，１０．３）６．４（５．７，７．１）ｎ＝１０７精神的目標群男
子性

別
１６．５（１５．７，１７．３）９．８（ ９．２，１０．４）６．７（６．４，７．０）ｎ＝４６７社会的目標群
１９．０（１７．１，２０．８）１１．３（１０．２，１２．４）７．７（７．０，８．４）ｎ＝１２０精神的目標群女

子 １７．４（１６．７，１８．１）１０．４（１０．０，１０．８）７．０（６．７，７．３）ｎ＝５３９社会的目標群
１７．０（１５．４，１８．７）９．９（ ８．８，１１．０）７．１（６．４，７．８）ｎ＝１３２精神的目標群進

学
校学

校
別

１６．９（１６．１，１７．７）１０．０（ ９．５，１０．５）７．０（６．７，７．３）ｎ＝４４１社会的目標群
１８．０（１６．１，１９．９）１０．９（ ９．７，１２．１）７．１（６．３，７．９）ｎ＝ ９５精神的目標群混

合
校 １７．０（１６．３，１７．７）１０．２（ ９．８，１０．７）６．８（６．５，７．１）ｎ＝５６５社会的目標群

１７．４（１６．２，１８．６）１０．３（ ９．５，１１．１）７．１（６．６，７．６）ｎ＝２２７精神的目標群総
計 １７．０（１６．５，１７．５）１０．１（ ９．８，１０．５）６．９（６．７，７．１）ｎ＝１,００６社会的目標群



　　そうした中にあって，「現在の目標」と関連性を認めた項目は，男子・女子ともに皆無で

あったが，進学校においては『学校における人間教育受容認識』に影響を及ぼしていた。し

かし，人間的成長を目標とし，人間教育を認識する傾向が高いと推測される精神的目標群が，

学校における人間教育を「学んでいる」および「学んでいない」と，両極にある回答を示し

ていた。この背景には，学校における人間教育の衰退化や，受け手である高校生の受容認識

不足などがあると推測されるが，今後の検討課題としたい。なお，総計に同様な関連が認め

られたのは，男子が総計の一部であったことから示された相対的な関連であると考えられる。

　　また，総計で『人間の生き方を学ぶ場所』と『現在の不満・悩み』に関連性を示し，人間

的成長を目標とする者が『人間の生き方を学ぶ場所』に「家庭と学校の両方」を若干多く挙

げていた。これらのことは，目標を有する者が示す前向きでpositiveな性格傾向があり，常に

人間形成を心掛けているため，日常生活の中で起こる事象から，自主的に認識するためと思

われる。

　　さらに，『現在の不満・悩み』に関連がみられ，人間形成や人に迷惑をかけないことを「目

標」とする者が，現在の自己の性格をより良い方向に改善したいと悩むことは，必然的関連

であると考えられる。

　２．食意識との関連性

　　食意識のなかで「現在の目標」と関連のあった項目は，男子では『食の改善意識』『食の

目的』『食環境に対する危機意識』の２項目，『料理の伝承意識』『食べる姿に対する美意識』

の計６項目であった。若年層男子は食への関心度が低いという報告５）があるが，本調査では，

人間的成長を目標とする若年層男子においては，食事改善についてはやや前向きではないが，

食の目的を生活の潤い・楽しみとする傾向は社会的目標群より１２．３％高く，将来の食糧不足

や遺伝子組換え食品などの増加現象には若干危機意識が高く，郷土料理を後世に伝承すべき

とする意識が高く，食べ方に美しさが必要であると意識するなど食への関心の高さが伺えた。

　　次いで，女子には『食事改善意識』や『食の目的』『歩きながら飲食することへの抵抗意

識』の計３項目が関連を示し，『食事改善意識』は男子と同様にやや前向きではないが，『食

の目的』に対する意識は男子と同様で，生活の潤い・楽しみとする傾向が社会的目標群より

６．９％高く，『歩きながらの飲食に対する抵抗意識』は高かった。男子・女子ともに，『食事

改善意識』がやや前向きでないのは，生化学検査による異常値が提示され，生活習慣病など

が顕在化する年代ではないためと推測される。また，『食の目的』を生活の潤い・楽しみと

することは，人間的成長など精神的側面を充実させたいと希望しているためと考えられる。

食マナーでは，歩き食いの頻度が低いと推測される女子が『歩き食い』に関連を示し，立ち

居振舞いの美には関連が稀薄であると思われる男子が『食べる姿の美しさ』に関連を示した

のは，いずれも異性に対する要望を含んでいる可能性が考えられる。

　　これらのことから，人間形成や人に迷惑をかけないなどの「目標」を有する男子および女

子高校生は，やや食生活の適正化を図る傾向が高く，特に，その傾向は男子に顕著であるこ

とが明らかになった。人間的成長を希望する者が，生きていく上で核となるべき食分野にお

いて望ましい意識を構築することは必然的な結果であると思われる。しかし，精神的目標群
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の『食事改善意識』は男子・女子ともに稀薄であったことから，人間性の教育が食事改善を

促進する手段や動機とはなり難いことが示唆された。『食事改善意識』の動機付けとなる要

因は，今後の検討課題としたい。

　　一方，進学校においては『食事改善意識』の２項目が関連性を示し，精神的目標群の現在

の食状況には，やや問題のある傾向がみられるが，改善意識は稀薄な様子が伺えた。

　　さらに，混合校には『手作り料理と愛情の関連意識』『食の目的』『食マナー関連』４項目

の計６項目が関連性を示した。精神的目標群は社会的目標群に比較して，『偏食改善の動機

理由』に「偏食なし」とした者が多く，『手作り料理と愛情の関連意識』は若干稀薄だが，

『食の目的』を生活の潤い・楽しみとする傾向は１１．１％高かった。さらに，食マナーに対す

る意識が高く，『歩きながらの飲食に対する抵抗意識』や『食べる姿に対する美意識』は高

く，『食事作法知識』を有しており，その『作法の伝承意識』も高かった。

　　進学校に比較して，混合校において「現在の目標」が食意識や食マナーに及ぼす影響が高

い傾向にあったことは，学校における履修科目や内容の相違，時間的余裕，学校における教

育方針，クラブ活動の有無など多くの要因があると推測されるが，このことは今後の検討課

題としたい。

　　また，総計に同様な関連がみられたのは，男子・女子および進学校・混合校が総計の一部

であったことから，相対的な関連を強く表現している可能性がある。

　３．食品摂取状況

　　「現在の目標」と関連のあった食品をみると，男子では『卵』『大豆・大豆製品』『果物』

の３食品，女子は『牛乳・乳製品』の１食品で，男子・女子ともに精神的目標群において摂

取頻度の高い傾向がみられた。若年層男子の食への関心は低いとされるが，「現在の目標」

が食品摂取状況に影響を及ぼす傾向は高く，特に，人間的成長を目標とする若年層男子は望

ましい食品摂取状況を構築している様子が伺えた。

　　一方，進学校においては「現在の目標」と関連のある食品はみられなかったが，混合校で

は『その他野菜』『果物』の２食品にみられ，精神的目標群が摂取頻度の高い傾向がみられ

た。食意識の領域と同様に，進学校より混合校において「現在の目標」が食品摂取状況に及

ぼす影響が高かったことは，今後の検討課題であると考える。

　　総計において関連が認められた『卵』『大豆・大豆製品』『牛乳・乳製品』『その他の野菜』

『果物』の５食品ともに，精神的目標群の摂取傾向が高かったのは，男子・女子および進学

校・混合校が総計の一部であったために相対的な関連を示したものと推測される。

　　これらのことから，若年層においては「現在の目標」内容が，若い世代に不足していると

される『大豆・大豆製品』や，年々摂取量が減少傾向にあるとされる『果物』５），健康の維

持・増進に必ず１日１個，１日１本必要とされ，且つ若年層女子の貧血予防に関与し，また日

本人に唯一不足する栄養素とされるカルシウム給源でもある『卵』や『牛乳』の摂り方に影

響を及ぼし，栄養バランスのとれた食事内容の適正化も図っていることが示唆された。
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　４．食の簡便化意識との関連性

　　食の簡便化意識の中で　「現在の目標」と関連のあった『簡便化食品喫食抵抗意識』には，

混合校のみに関連性を認め，精神的目標群が抵抗意識の高い様子が伺えた。近年では，ファー

ストフードに代表されるスピードという概念に縛られた生活から脱却・開放され，食の安全

性や食を楽しむ空間を構成するスローフード運動１０）の概念が消費者間に広まりつつあり，二

極化現象がみられるが，精神的目標群が「食の目的」を生活の潤いとし，楽しみとしている

ことから，スローフードの概念が背景にあると推測される。

　５．食行動との関連性

　　食行動で「現在の目標」と関連のみられた項目は，混合校の『食事時間の規則性』と『夜

食摂取頻度』で，精神的目標群は食事時間が規則正しく，夜食摂取傾向が社会的目標群に比

較して若干高かった。このことから，精神的な「目標」を有する者は，体内時計のリズムに

乱れがなく，若干，栄養素の消化・吸収効率のよいことが推測される。

　　一方，『夜食摂取頻度』では，精神的目標群・社会的目標群ともに「しない」と回答した

者が半数以上で最も多く，精神的目標群は社会的目標群に比べると夜食摂取傾向が若干高

かった。しかし，近年の若年層における夜型リズムなど生活スタイルの多様化を考えると，

夕食と夜食の区別が明確ではない可能性が高く，また，女子短大生を対象にした筆者等の研

究１１）では「夜型リズムの有無」と「学校における人間教育受容認識」の間には若干関連があ

るという結果を得ているため，今後さらに関連すると思われる質問項目を増やし検討を加え

る必要があると考える。 

　６．ダイエット状況との関連性

　　ダイエット項目のうち，いずれにおいても関連性が認められなかったことは，「命を大切に，

人間を大切に」という人間性の成長を育む教育では改善できない，強いダイエットの刷り込

み現象化が伺われた。

　７．生活行動との関連性

　　生活行動のうち「現在の目標」と関連のあった項目をみると，男子では『地べたに座り込

む行動』に関連を認め，精神的目標群が「座り込まない」傾向が高く，人間的成長を目標と

する者はジベタリアンにならない傾向が高いことが示唆された。「地べたに座り込む行動」

の背景には，疲労度の高さや，男子高校生の腰パン現象にみられるイージーなキャラクター

への傾倒，ファッションなどがあると推測されるが，男子の精神的目標群が食べる姿に美し

さを求めていることから，食マナー意識との関連も考えられる。なお，総計に同様な関連が

みられたことは，男子が総計の一部であったことから，相対的な関連を強く表現している可

能性がある。

　８．疲労状況との関連性

　　本対象の「現在の目標」と疲労の関連をみると，筆者等が ２００１年に北海道・東京・兵庫・
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鹿児島の女子短大生を対象に疲労調査を行った結果や，本県には「だるさ」を感じている高

校生が９割以上１２）いるという報告と同様に，疲労のやや高い様子が伺えた。男子においては，

社会的目標群が精神的目標群より肉体疲労，精神疲労，肉体＋精神疲労ともに若干高く，女

子はいずれの疲労も精神的目標群が高く，また，女子の精神的目標群は男子の精神的目標群

より疲労度が高かった。男子の精神的目標群が望ましい食環境を構築しているのに対し，女

子においては「現在の目標」が食や生活の領域に及ぼす影響は稀薄であった。このことから，

人間的成長を目標にしている男子は食および生活面に望ましい影響を及ぼし，その結果，疲

労度が若干低い傾向にあると思われる。

　　学校別では，進学校の精神的目標群・社会的目標群ともに，いずれの疲労においてもほぼ

同点数で，混合校ではいずれの疲労においても精神的目標群が若干高かったが，有意な差異

は認められなかった。このことから，進学校・混合校の層別では「目標」と疲労の関連は低

いことを示唆した。

蠹．おわりに

　現代は，若者に「計画というものはめったに実現しないから，立てないほうがよい」と意識

させ，将来に対して明確な夢を描くことができないと感じさせる社会である。しかし，若年層

男子および混合校生徒において，人間形成や人に迷惑をかけないなどの「現在の目標」内容が，

食生活の適正化や食マナーの確立を図ることに貢献していることが示唆された。これらのこと

から，若者に実現を期待させる「目標」を持たせることは，食環境の改善のみでなく，多くの

問題視されている犯罪行為などの改善へも若干影響を及ぼすのではないかと思われる。そのた

めには，家庭および学校現場，地域社会が連携し，若者の「心を育む」教育を行う必要がある

と考える。

　さらに，混合校において「現在の目標」が食環境に及ぼす影響が高かったことから，今後，

家庭環境なども踏まえ，履修科目や内容，時間的余裕，クラブ活動の参加状況など高校生活全

般を通して，その要因を検討していきたいと思う。

　なお，この一連の研究は，平成１１年～１４年の４年間，文部科学省日本学術振興会科学研究費

補助のもとに行われているものである。

蠧．　要　　　約

１．対象者の属性および体格状況

　本対象は男子・女子および混合校のいずれも核家族が最も多く，各７～８割前後で，若干，

進学校における核家族が９割以上と多い。兄弟（姉妹）数は，２人と３人で８割前後を占め，第

１子と第２子が各４割前後である。身長，体重は同年齢の全国平均値４）と比較し，男子は精神

的目標群・社会的目標群ともに身長はほぼ同値で，体重は若干大きい。女子は身長が両群とも

に若干高く，体重が精神的目標群は１kg大きく，社会的目標群はほぼ同値である。
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２．「現在の不満・悩み」に及ぼす影響要因の検討

　１．人間的価値観との関連性

　　食意識領域と「現在の目標」との関連をみると，『学校における人間教育受容認識』には

進学校が関連を示し，精神的目標群は社会的目標群と比較し「学んでいる」および「学んで

いない」と両極にある回答が多かった。また，総計に同様な関連が認められたことは，進学

校が総計の一部であったことから示された相対的な関連であると考えられる。『人間の生き方

を学ぶ場所』と『現在の不満・悩み』には総計が関連性を示し，精神的目標群が「学校と家

庭の両方」で人間教育を学ぶとする傾向が高く，不満としては人間関係や自分の性格などの

精神的因子を若干多く挙げていた。

　２．食意識との関連性

　　食意識のなかで「現在の目標」と関連のあった項目は，男子では１８項目中６項目で，精神

的目標群は『食事改善』についてはやや前向きではないが，『食の目的』を生活の潤い・楽

しみとする傾向は社会的目標群より１２．３％高く，『将来の食糧不足』や『遺伝子組換え食品

などの増加現象』には若干危機意識が高く，『郷土料理を後世に伝承』すべきとする意識が

高かった。女子は３項目が関連を示し，精神的目標群の『食事改善意識』はやや前向きでは

ないが，『食の目的』を生活の潤い・楽しみとする傾向は社会的目標群より６．９％高く，『歩

きながらの飲食に対する抵抗意識』は高かった。一方，進学校には『食事改善意識』の２項

目が関連性を示し，『現在の食状況』にはやや問題のある傾向がみられるが，『改善意識』は

稀薄な様子が伺えた。さらに，混合校は６項目が関連を示し，精神的目標群は『偏食改善の

動機理由』に偏食なしとした者が多く，『手作り料理と愛情の関連意識』は若干稀薄で，『食

の目的』を生活の潤い・楽しみとする傾向は１１．１％高かった。さらに，食マナーに対する意

識が高く，『歩きながらの飲食に対する抵抗意識』や『食べる姿に対する美意識』は強く，

『食事作法知識』を有し，且つ『作法の伝承意識』も高かった。

　３．食品摂取状況

　　「現在の目標」と関連を示した食品は，男子では『卵』『大豆・大豆製品』『果物』の３食

品，女子では『牛乳・乳製品』の１食品だった。男子・女子ともに精神的目標群が社会的目

標群より摂取頻度の高い傾向がみられた。進学校には「現在の目標」と関連のある食品はみ

られず，混合校においては『その他野菜』『果物』の２食品で，精神的目標群が摂取頻度の

高い傾向がみられた。

　４．食の簡便化意識との関連性

　　混合校の「現在の目標」が『簡便化食品喫食抵抗意識』と関連を示し，精神的目標群の抵

抗意識が高かった。

　５．食行動との関連性

　　混合校の「現在の目標」が『食事時間の規則性』と『夜食摂取頻度』に影響を及ぼし，精
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神的目標群は食事時間が規則正しく，夜食摂取傾向が社会的目標群に比較して若干高かった。

　６．ダイエット状況との関連性

　　性別・学校別ともに「現在の目標」がダイエット関連項目に影響を及ぼす傾向は稀薄で，

根強い刷り込み現象化が垣間みえた。

　７．生活行動との関連性

　　『地べたに座り込む行動』には総計と男子に関連を認め，いずれにおいても，精神的目標

群がジベタリアンにならない傾向が高かった。

　８．疲労状況との関連性

　　「現在の目標」と疲労の関連をみると，男子においては社会的目標群が精神的目標群より

精神疲労・肉体疲労ともに若干高く，女子は精神的目標群の疲労度が高かった。男子におい

ては「現在の目標」が食および生活面に影響を及ぼし，且つその影響は望ましい意識や行動

を構築しており，疲労度が若干低かった。学校別では，進学校・混合校ともに有意な差異は

認められず，「目標」が疲労に及ぼす影響は低いことを示唆した。
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